
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】混合前の液剤を患者に投与することがなく、さ

らには、輸液バッグを小型化、低コスト化及び易搬送化

することができる輸液バッグを提供する。

【解決手段】用時開通可能な仕切り部２によって区画さ

れた複数の収容室３，４を有するバッグ本体５と、注出

口６、吊掛部１１と、バッグ本体５に挟持させた挟持体

７とを備えた輸液バッグ１であって、輸液バッグ１は、

挟持体７がバッグ本体５の縦方向他方側端からの抜脱を

防止するストッパー１０をさらに備え、バッグ本体５は

、第１収容室４に液剤が収容され、挟持体７は、互いに

連結された一対の挟持片７ａ、７ｂと、吊掛部１１を覆

う被覆部９とを有し、一対の挟持片７ａ、７ｂ間の隙間

７ｃは、仕切り部２が開通することにより挟持体７が第

１収容室４上を縦方向一方側へスライド可能となるよう

な寸法に形成され、挟持体７は、一方側へ移動させるこ

とにより、吊掛部１１を露出させるように構成されてい

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 用 時 開 通 可 能 な 仕 切 り 部 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の 収 容 室 を 有 す る バ ッ グ 本 体 と 、 該 バ
ッ グ 本 体 の 縦 方 向 一 方 側 端 に 取 り 付 け ら れ た 注 出 口 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 他 方 側 端
に 設 け ら れ た 吊 掛 部 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体 に 挟 持 さ せ た 挟 持 体 と を 備 え た 輸 液 バ ッ グ で あ っ
て 、
　 前 記 輸 液 バ ッ グ は 、 前 記 挟 持 体 が 前 記 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 他 方 側 端 か ら の 抜 脱 を 防 止 す
る ス ト ッ パ ー を さ ら に 備 え 、
　 前 記 バ ッ グ 本 体 は 、 少 な く と も 吊 掛 部 に 隣 接 す る 第 １ 収 容 室 に 液 剤 が 収 容 さ れ 、
　 前 記 挟 持 体 は 、 互 い に 連 結 さ れ た 一 対 の 挟 持 片 と 、 前 記 吊 掛 部 を 覆 う 被 覆 部 と を 有 し 、
　 前 記 一 対 の 挟 持 片 は 、 前 記 被 覆 部 が 前 記 吊 掛 部 を 覆 う よ う に 前 記 第 １ 収 容 室 の 他 方 側 に
前 記 バ ッ グ 本 体 を 横 切 る よ う に し て 配 置 さ れ 、
　 前 記 一 対 の 挟 持 片 間 の 隙 間 は 、 前 記 液 剤 の 収 容 さ れ た 第 １ 収 容 室 を 区 画 す る 仕 切 り 部 が
開 通 す る こ と に よ り 前 記 挟 持 体 が 前 記 第 １ 収 容 室 上 を 縦 方 向 一 方 側 へ ス ラ イ ド 可 能 と な る
よ う な 寸 法 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 挟 持 体 は 、 前 記 一 方 側 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 吊 掛 部 を 露 出 さ せ る よ う に 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 輸 液 バ ッ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挟 持 体 は 、 縦 方 向 に ス ラ イ ド し 易 い よ う 前 記 挟 持 片 の 前 記 バ ッ グ 本 体 と 接 す る 面 に
凹 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 輸 液 バ ッ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凹 凸 部 は 、 縦 方 向 に 延 び る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 輸 液 バ ッ グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ッ グ 本 体 は 、 前 記 収 容 室 内 の 内 容 量 を 計 測 す る た め の 目 盛 り が 付 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 輸 液 バ ッ グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 挟 持 体 は 、 該 挟 持 体 を 縦 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る 際 の 牽 引 力 を 付 与 し 得 る 指 掛 け 部 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 輸 液 バ ッ グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 輸 液 バ ッ グ 、 特 に 、 用 時 開 通 可 能 な 仕 切 り 部 に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の 収 容
室 を 有 し 、 使 用 時 に こ れ ら 複 数 の 収 容 室 の 少 な く と も 一 つ を 手 の ひ ら 等 で 押 圧 す る こ と で
仕 切 り 部 が 開 通 し て 複 数 の 収 容 室 を 連 通 さ せ る こ と に よ り 、 そ れ ら 複 数 の 収 容 室 の 各 々 に
収 容 さ れ て い た 内 容 物 を 混 合 さ せ る よ う に し た 輸 液 バ ッ グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 輸 液 バ ッ グ は 、 ダ ブ ル バ ッ グ 、 複 室 容 器 等 と も 称 さ れ る が 、 仕 切 り 部 を
開 通 せ ず に 、 即 ち 、 複 数 の 収 容 室 の 内 容 物 を 混 合 さ せ ず に 使 用 す る こ と が な い よ う 、 様 々
な 未 混 合 防 止 機 構 が 工 夫 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 未 混 合 防 止 機 構 と し て 、 例 え ば 、 輸 液 バ ッ グ を 吊 り 下 げ る た め の 懸 垂 孔 を 保
護 部 材 で 覆 い 、 そ の 保 護 部 材 を 、 仕 切 り 部 を 開 封 し て 懸 垂 孔 に 隣 接 す る 収 容 室 か ら 液 状 薬
剤 を 他 の 収 容 室 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 懸 垂 孔 か ら 取 り 外 す こ と が で き る よ う に し た 機 構
（ 特 許 文 献 １ ） 等 が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ４ ５ ６ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 未 混 合 防 止 機 構 で は 、 保 護 部 材 が 一 方 の 収 容 部 全 体 を 覆 う た
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め 大 型 化 且 つ 嵩 高 と な る 。 そ の た め コ ス ト 高 、 搬 送 に 不 利 、 輸 液 バ ッ グ を 折 り 畳 み 難 い 、
廃 棄 物 容 量 の 増 大 、 等 の 問 題 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 未 混 合 防 止 機 構 を 備 え る 輸 液 バ ッ グ で あ っ て 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解
消 し 得 る 輸 液 バ ッ グ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ は 、 用 時 開 通 可 能 な 仕 切 り 部 に よ っ
て 区 画 さ れ た 複 数 の 収 容 室 を 有 す る バ ッ グ 本 体 と 、 該 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 一 方 側 端 に 取 り
付 け ら れ た 注 出 口 と 、 前 記 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 他 方 側 端 に 設 け ら れ た 吊 掛 部 と 、 前 記 バ ッ
グ 本 体 に 挟 持 さ せ た 挟 持 体 と を 備 え た 輸 液 バ ッ グ で あ っ て 、 前 記 輸 液 バ ッ グ は 、 前 記 挟 持
体 が 前 記 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 他 方 側 端 か ら の 抜 脱 を 防 止 す る ス ト ッ パ ー を さ ら に 備 え 、 前
記 バ ッ グ 本 体 は 、 少 な く と も 吊 掛 部 に 隣 接 す る 第 １ 収 容 室 に 液 剤 が 収 容 さ れ 、 前 記 挟 持 体
は 、 互 い に 連 結 さ れ た 一 対 の 挟 持 片 と 、 前 記 吊 掛 部 を 覆 う 被 覆 部 と を 有 し 、 前 記 一 対 の 挟
持 片 は 、 前 記 被 覆 部 が 前 記 吊 掛 部 を 覆 う よ う に 前 記 第 １ 収 容 室 の 他 方 側 に 前 記 バ ッ グ 本 体
を 横 切 る よ う に し て 配 置 さ れ 、 前 記 一 対 の 挟 持 片 間 の 隙 間 は 、 前 記 液 剤 の 収 容 さ れ た 第 １
収 容 室 を 区 画 す る 仕 切 り 部 が 開 通 す る こ と に よ り 前 記 挟 持 体 が 前 記 第 １ 収 容 室 上 を 縦 方 向
一 方 側 へ ス ラ イ ド 可 能 と な る よ う な 寸 法 に 形 成 さ れ 、 前 記 挟 持 体 は 、 前 記 一 方 側 へ 移 動 さ
せ る こ と に よ り 、 前 記 吊 掛 部 を 露 出 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ 収 容 室 を 区 画 す る 仕 切 り 部 の 開 通 前 は 挟 持 体 の 被 覆 部 が 吊 掛 部 を 覆 っ
て い る た め に 、 輸 液 バ ッ グ の 吊 り 掛 け が 不 能 で あ り 患 者 に 混 合 前 の 液 剤 を 投 与 で き な い 。
ま た 、 バ ッ グ 本 体 の 縦 方 向 他 方 側 端 か ら 挟 持 体 が 抜 脱 す る こ と を 防 止 す る ス ト ッ パ ー を 輸
液 バ ッ グ が 有 し て い る た め に 、 挟 持 体 を 吊 掛 部 に 隣 接 す る 第 １ 収 容 室 の 他 方 側 に 配 置 し た
状 態 を 保 持 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 輸 液 バ ッ グ の 折 り 畳 み に も 支 障 を 与 え ず 搬 送 に も
影 響 を 与 え な い 。 ま た 、 挟 持 体 と 吊 掛 部 と の 距 離 を 短 く す る こ と が で き る た め 、 吊 掛 部 を
覆 う た め の 被 覆 部 を 大 き く す る 必 要 が な く 、 低 コ ス ト 化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に は 、
第 １ 収 容 室 開 通 後 に 挟 持 体 を 取 り 外 さ ず 一 方 側 へ 移 動 さ せ る だ け で 吊 掛 部 を 露 出 さ せ る よ
う 構 成 さ れ て い る た め 、 医 療 現 場 で の 不 要 物 の 発 生 を 低 減 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 挟 持 体 は 、 縦 方 向 に ス ラ イ ド し 易 い よ う 前 記 挟 持 片 の 前 記 バ ッ グ 本 体 と 接 す
る 面 に 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の よ う に 凹 凸 部 を 形 成 す る こ と で 、 挟 持 体 は バ
ッ グ 本 体 上 を 滑 ら か に 移 動 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 凹 凸 部 は 縦 方 向 に 延 び て い る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 バ ッ グ 本 体 に は 、 前 記 収 容 室 内 の 内 容 量 を 計 測 す る た め の 目 盛 り が 付 さ れ
て い て も よ い 。 挟 持 体 が バ ッ グ 本 体 を 挟 持 し な が ら 縦 方 向 一 方 側 へ 移 動 す る こ と で 、 バ ッ
グ 本 体 内 の 液 剤 を 強 制 的 に 注 出 口 側 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る た め 、 バ ッ グ 本 体 に 目 盛 り
を 付 す こ と で 、 正 確 に バ ッ グ 本 体 内 の 液 剤 の 残 量 を 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 挟 持 体 は 、 該 挟 持 体 を 縦 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る 際 の 牽 引 力 を 付 与 し 得 る 指 掛
け 部 を 有 し て い て も よ い 。 よ り 容 易 に 挟 持 体 を ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び 明 細 書 に お い て 、 「 縦 方 向 」 と は 輸 液 バ ッ グ を 輸 液 ス タ ン ド
と 称 さ れ る 専 用 の フ ッ ク に 吊 り 下 げ た 際 の 上 下 方 向 を 意 味 し 、 「 横 切 り 」 と は 「 縦 方 向 」
に 交 差 す る 方 向 に 延 在 す る こ と を 意 味 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 混 合 前 の 液 剤 を 患 者 に 投 与 す る こ と が な く 、 さ ら に は 、 輸 液 バ ッ グ を
小 型 化 、 低 コ ス ト 化 及 び 易 搬 送 化 す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-144018 A 2007.6.14



【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、
全 図 を 通 し 、 同 様 の 構 成 部 分 に は 同 符 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 輸 液 バ ッ グ １ は 、 用 時 開 通 可 能 な 仕 切 り 部 ２ に よ っ て 区 画 さ れ た 複 数 の 収 容 室 ３ ， ４ を
有 す る バ ッ グ 本 体 ５ と 、 バ ッ グ 本 体 ５ の 縦 方 向 一 方 側 端 に 取 り 付 け ら れ た 注 出 口 ６ と 、 バ
ッ グ 本 体 ５ の 縦 方 向 他 方 側 端 に 設 け ら れ た 吊 掛 部 １ １ と 、 バ ッ グ 本 体 ５ に 挟 持 さ せ た 挟 持
体 ７ と 、 該 挟 持 体 ７ が バ ッ グ 本 体 ５ の 縦 方 向 他 方 側 端 か ら の 抜 脱 を 防 止 す る ス ト ッ パ ー １
０ と を 有 し て い る 。 な お 、 図 中 、 符 号 ８ は 、 未 開 封 保 証 の た め の シ ー ル を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 バ ッ グ 本 体 ５ は 、 少 な く と も 吊 掛 部 １ １ に 隣 接 す る 第 １ 収 容 室 ４ に 液 剤 が 収 容 さ れ て お
り 、 他 の 収 容 室 ３ は 、 液 剤 が 収 容 さ れ て い る 場 合 と 、 粉 末 剤 が 収 容 さ れ て い る 場 合 と が あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 仕 切 り 部 ２ は 、 図 示 例 で は 、 ヒ ー ト シ ー ル に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 バ ッ グ 本 体 ５ の 周
縁 部 ５ ａ も ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る が 、 周 縁 部 ５ ａ の ヒ ー ト シ ー ル に 比 べ て 、 仕 切 り 部 ２
の ヒ ー ト シ ー ル は 、 シ ー ル 強 度 を 弱 く し て あ っ て 、 何 れ か の 収 容 室 ３ ， ４ を 手 の ひ ら 等 に
よ っ て 押 圧 す る こ と に よ り 内 部 圧 力 が 上 昇 し て 開 通 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 仕 切 り
部 ２ は 、 ヒ ー ト シ ー ル に 代 え て 、 密 閉 可 能 な ジ ッ パ ー の 類 の も の も 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挟 持 体 ７ は 、 互 い に 連 結 さ れ た 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ と 、 吊 掛 部 １ １ を 覆 う 被 覆 部 ９
と を 備 え て い る 。 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ は 、 第 １ 収 容 室 ４ の 他 方 側 で バ ッ グ 本 体 ５ を 横
切 る よ う に し て 配 置 さ れ て お り （ 図 １ 参 照 ） 、 こ の 状 態 で 挟 持 体 ７ の 被 覆 部 ９ は 吊 掛 部 １
１ を 覆 う よ う 構 成 さ れ て い る 。 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ 間 の 隙 間 ７ ｃ は 、 液 剤 の 収 容 さ れ
た 第 １ 収 容 室 ４ を 区 画 す る 仕 切 り 部 ２ が 開 通 す る こ と に よ り 第 １ 収 容 室 ４ 上 を 挟 持 体 ７ が
バ ッ グ 本 体 ５ の 縦 方 向 一 方 側 （ 図 １ の 下 側 ） へ ス ラ イ ド 可 能 と な る よ う な 寸 法 に 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 隙 間 ７ ｃ は 、 バ ッ グ 本 体 ５ の 大 き さ や 厚 さ 、 液 剤 の 収 容 量 等 に よ っ て 適 宜 変
更 で き る が 、 一 般 に は ３ ～ １ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に す る こ と に よ り 、 収 容 室 ４ を 区 画 す る 仕 切 り
部 ２ が 開 通 し な い と 挟 持 体 ７ を ス ラ イ ド で き な い よ う に 設 定 で き る 。 な お 、 隙 間 ７ ｃ は 、
挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ の 全 長 さ に 亘 っ て 同 じ 寸 法 で あ る 必 要 は な く 、 一 端 か ら 他 端 に か け て 徐
々 に 狭 く す る こ と も で き る し 、 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ の 長 さ 方 向 の 中 間 付 近 で 広 く し 、 両 端 部
付 近 に 近 づ く 程 狭 く す る 等 、 種 々 の 態 様 を 採 用 し 得 る 。 ま た 、 挟 持 体 ７ の 縦 方 向 一 方 側 へ
の 移 動 を よ り 確 実 に 防 ぐ た め 、 挟 持 体 ７ の 縦 方 向 の 幅 は 収 容 室 の 容 積 内 容 量 等 を 考 慮 し て
前 記 液 剤 の 収 容 さ れ た 第 １ 収 容 室 を 区 画 す る 仕 切 り 部 が 開 通 す る こ と に よ り 前 記 挟 持 体 が
前 記 第 １ 収 容 室 上 を 縦 方 向 一 方 側 へ ス ラ イ ド 可 能 と な る よ う な 寸 法 に 適 宜 設 計 さ れ る が 、
例 え ば ５ ～ ７ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 挟 持 体 ７ は 、 プ ラ ス チ ッ ク や 金 属 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き る が 、 素 材 に つ
い て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 所 望 の 強 度 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。 ま た 、 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ
の 内 面 、 す な わ ち バ ッ グ 本 体 ５ と 接 す る 面 に 、 縦 向 き の エ ン ボ ス （ ス ラ イ ド 方 向 に 延 設 さ
れ た 畝 又 は リ ブ ） 等 を 設 け る か 、 微 小 な 凹 凸 を 形 成 す る こ と 等 に よ り （ 不 図 示 ） 、 輸 液 バ
ッ グ と の 接 触 面 積 を 少 な く し て 、 ス ラ イ ド し 易 く す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 挟 持 体 ７ は 、 収 容 室 ３ ， ４ に 液 剤 等 を 収 容 し 注 出 口 ６ が 取 り 付 け ら れ た バ ッ グ 本
体 ５ を 製 造 し た 後 に 、 い わ ゆ る 後 付 け す る こ と が で き 、 後 付 け に よ っ て バ ッ グ 本 体 ５ に 挟
持 さ せ る 方 法 と し て 、 例 え ば 、 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ に よ り バ ッ グ 本 体 ５ を 挟 持 さ せ た
状 態 で 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ の 両 端 を 嵌 合 、 融 着 等 の 公 知 の 手 段 に て 連 結 す る か 、 或 い は 、 一
端 が ヒ ン ジ に よ っ て 連 結 さ れ た 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ に よ り バ ッ グ 本 体 ５ を 挟 持 さ せ た
状 態 で 他 端 を 嵌 合 、 融 着 等 の 公 知 手 段 に よ り 連 結 す る 方 法 が あ る 。 こ の よ う な 後 付 け 可 能
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な 構 成 と す る こ と に よ り 、 従 来 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た （ 挟 持 体 を 有 し な い ） 輸 液 バ ッ グ
を 利 用 す る こ と が で き る た め 、 生 産 設 備 を 大 規 模 に 変 更 す る こ と な く 、 製 造 す る こ と が で
き る と い う メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス ト ッ パ ー 部 １ ０ は 、 バ ッ グ 本 体 ５ の 縦 方 向 他 方 側 の 周 縁 部 ５ ａ に 形 成 さ れ た 突 部 に よ
っ て 構 成 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 す 例 で は 、 ス ト ッ パ ー 部 １ ０ を 構 成 す る 突 部 は 、 周
縁 部 ５ ａ に 固 着 さ れ た ボ タ ン に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ た 輸 液 バ ッ グ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 仕 切 り 部 ２ が 開 通 し て い な い 状 態 で は 、 挟 持 体 ７ は 、 第 １ 収 容 室 ４ の 厚 さ に 基 づ い て そ
の 挟 持 片 ７ ａ 、 ７ ｂ の 隙 間 を 調 整 す る こ と に よ り 一 方 側 へ 移 動 す る こ と が 妨 げ ら れ て お り
、 ま た ス ト ッ パ ー １ ０ に よ り 他 方 側 へ 移 動 す る こ と も 妨 げ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 挟 持
体 ７ は 、 そ の 被 覆 部 ９ が 吊 掛 部 １ １ を 覆 う 状 態 を 保 持 し て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 使 用 す る 際 は 、 収 容 室 ３ 又 は ４ の 少 な く と も ど ち ら か 一 方 を 手 で 押 圧 す る な ど
し て 仕 切 り 部 ２ を 開 通 さ せ る 。 こ の よ う に 、 仕 切 り 部 ２ が 開 通 す る こ と に よ り 、 第 １ 収 容
室 ４ か ら 収 容 室 ３ へ と 液 剤 が 流 通 可 能 と な る た め 、 ま た 、 仕 切 り 部 ２ が 開 通 し た こ と に よ
り 収 容 室 内 の 容 積 が 増 加 す る た め 、 第 １ 収 容 室 ４ の 厚 み が 減 少 し 、 挟 持 体 ７ が 第 １ 収 容 室
４ 上 を 縦 方 向 一 方 側 へ 移 動 可 能 と な る 。 こ こ で 、 挟 持 体 ７ を 一 方 側 へ 移 動 さ せ る と 、 吊 掛
部 １ １ が 露 出 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 吊 掛 部 １ １ が 露 出 さ れ た た め 、 輸 液 バ ッ
グ １ を 輸 液 ス タ ン ド に 吊 り 下 げ て 、 液 剤 を 患 者 に 投 与 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な
く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 限 り に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 挟 持 体 ７ は 、 仕 切 り 部 ２ の 開 通 後 、 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ 、 ７ ｂ で バ ッ グ 本 体 ５ を
挟 持 し な が ら 一 方 側 へ ス ラ イ ド す る こ と で 、 収 容 室 内 の 液 剤 を 一 方 側 へ 移 動 さ せ る と と も
に 、 当 該 挟 持 体 ７ の 位 置 よ り 注 出 口 ６ 側 の 収 容 室 内 に 内 圧 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 こ
れ に よ っ て 、 挟 持 体 ７ の 位 置 よ り 注 出 口 ６ 側 の 収 容 室 内 の 形 状 を 液 剤 量 に 応 じ て 略 特 定 す
る こ と が で き 、 液 剤 量 に 応 じ た 水 準 高 さ を 得 る こ と が で き る た め 、 バ ッ グ 本 体 ５ に 目 盛 り
を 付 す こ と で 、 該 目 盛 り と 挟 持 体 ７ の 下 端 又 は 上 端 と を 合 わ せ て 、 液 剤 の 残 量 を 正 確 に 計
量 す る こ と が で き る 。 な お 、 挟 持 体 ７ を 透 明 に し て 、 挟 持 体 ７ に も 目 盛 り を 付 す こ と で 、
該 挟 持 体 ７ に 挟 持 さ れ て 平 坦 に な っ た バ ッ グ 本 体 ５ の 目 盛 り と 、 挟 持 体 ７ の 目 盛 り と を 合
わ せ て 、 さ ら に 正 確 に 液 剤 の 残 量 を 計 量 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 一 対 の 挟 持 片 ７ ａ ， ７ ｂ の 両 端 は 連 結 さ れ て い る が 、 そ れ に
限 ら ず 、 そ の 一 端 の み が 連 結 さ れ て い て 、 そ の 他 端 は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す 変 更 態 様 の よ う
に 連 結 さ れ ず に 折 り 返 し た 形 状 と す る 等 に よ り 、 挟 持 体 ７ が そ の 他 端 か ら 抜 脱 し な い 構 成
と さ れ て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ス ト ッ パ ー 部 １ ０ を 構 成 す る 突 部 は 、 上 記 実 施 形 態 に 示 す よ う な 周 縁 部 ５ ａ の 表
面 に 突 出 す る 形 態 の も の に 限 ら ず 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 周 縁 部 ５ ａ の 縦 方 向 他 方
端 を 側 方 へ 突 出 す る 形 態 と す る こ と に よ っ て も 形 成 す る こ と が で き る 。 ス ト ッ パ ー 部 １ ０
の 形 態 は 、 挟 持 体 ７ の ス ラ イ ド を 止 め る こ と が で き る 構 成 で あ れ ば 良 く 、 特 に 突 部 に 限 定
さ れ な い 。 例 え ば 、 上 側 （ 縦 方 向 他 方 側 ） の 収 容 室 に 注 出 口 ６ と 同 様 の 混 注 口 （ 不 図 示 ）
を 設 け 、 こ れ を ス ト ッ パ ー 部 に 兼 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 図 １ ～ ４ に 示 し た 例 で は 、 仕 切 り 部 ２ が 横 方 向 に 延 び る 例 に つ い て 説 明 し た が 、
本 発 明 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 仕 切 り 部 ２ が 縦 方 向 に 延 び る 例 に も 適 用 可 能 で あ る 。 こ の
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例 で は 、 収 容 室 ３ ， ４ の 両 方 に 液 剤 が 収 容 さ れ て い る こ と が 好 ま し い が 、 挟 持 体 ５ の 被 覆
部 ９ が 吊 掛 部 １ １ を 覆 う 状 態 を 保 持 し て い れ ば 、 収 容 室 ３ ， ４ の 少 な く と も 一 方 に 液 剤 が
収 容 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 挟 持 体 ７ に は 、 ス ラ イ ド を 容 易 に す る た め の 指 掛 け 孔 （ 不 図 示 ） や 、 強 度 ア ッ プ
の た め の 横 方 向 リ ブ な ど の 、 種 々 の オ プ シ ョ ン を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ に よ れ ば 、 液 剤 の 収 容 さ れ た
収 容 室 を 開 通 さ せ な け れ ば 挟 持 体 は そ の 被 覆 部 で 吊 掛 部 を 覆 っ た 状 態 を 保 持 し 輸 液 バ ッ グ
を 吊 り 下 げ る こ と が で き な い た め 、 収 容 室 が 未 開 通 の 状 態 で 収 容 室 内 の 薬 剤 を 患 者 に 投 与
す る こ と を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。 さ ら に 、 構 成 が シ ン プ ル で あ り 、 安 価 に 製 造 す る こ
と が で き る 。 挟 持 体 は 、 吊 掛 部 に 隣 接 す る 第 １ 収 容 室 の 他 方 側 に 配 置 す る よ う 構 成 さ れ て
い る た め 、 従 来 に 比 較 し て 、 小 型 化 で き 、 嵩 も 低 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 輸 液 バ ッ グ の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 輸 液 バ ッ グ の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ 　 輸 液 バ ッ グ
２ 　 仕 切 り 部
３ 　 収 容 室
４ 　 第 １ 収 容 室
５ 　 バ ッ グ 本 体
６ 　 注 出 口
７ 　 挟 持 体
７ ａ 、 ７ ｂ 　 挟 持 片
７ ｃ 　 隙 間
９ 　 被 覆 部
１ ０ 　 ス ト ッ パ ー
１ １ 　 吊 掛 部
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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